
第３４回
鹿児島リハビリテーション医学研究会

プログラム

＜日本医師会・鹿児島県医師会生涯教育講座（申請中）＞

(＊日本リハビリテーション医学会 生涯教育１０単位) 

令和 3 年 3 月 6 日（土） 午後 4 時より 
Zoom によるオンライン開催 
要事前登録、参加費無料

参加登録ページ：Zoom（右の QR コードからも可） 

◆一般演題 5 題 (発表：10 分、質疑：5 分)

◆特別講演

｢『生活の場での障害への対応』  

－活動性向上と障害の変化へのアプローチ－｣ 
  昭和大学医学部 リハビリテーション医学講座 責任教授 

藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーション科 診療科長 

川手 信行 先生 

共 催 鹿児島リハビリテーション医学研究会

後 援 鹿児島県リハビリテーション施設協議会

鹿児島県理学療法士協会／鹿児島県作業療法士協会

鹿児島県言語聴覚士会

事務局：鹿児島大学病院 リハビリテーション科

〒890-8520 鹿児島市桜ケ丘 8-35-1 
（TEL 099-275-5339 FAX 099-275-1273） 

衛藤 誠二

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_vkqFlNdUR02nE3JDMMg-sQ


 
Ⅰ．開会の辞 
 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 教授  下堂薗 恵 
 
 
Ⅱ．一般演題  
Ａ．口演Ⅰ（発表 10 分、質疑 5 分） 16:00～16：30 
 座長 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 准教授 衛藤 誠二 
 
 
1. 退院後の補装具利用者に対する定期メンテナンスの現状と課題 

 
1) 医療法人玉昌会 加治木温泉病院 総合リハビリテーションセンター 
2) 鹿児島大学 医学部 保健学科 
3) 医療法人玉昌会 加治木温泉病院 リハビリテーション科 
4) 医療法人玉昌会 加治木温泉病院 消化器外科 

 
 

志水 章彌1)、米山 拓1)、平下 菜穂1)、原口 友子1)、窪田 正大2)、堀ノ内 啓介3)、 

夏越 祥次 4) 

 
  
2. 生理学的足継手付き短下肢装具の継手の軸が下肢運動に及ぼす影響 
 

1） 出水郡医師会広域医療センター リハビリテーション科 
2） 出水義肢製作所 
3） 鹿児島大学医学部保健学科 
4） 出水郡医師会広域医療センター 脳神経外科 

 

才田 剛志 1）、須田 憲司 1）、弓木野 勇次 2）、木山 良二 3）、菅田 淳 4）、有田 和徳 4） 

 
 

B．口演Ⅱ（発表 10 分、質疑 5 分） 16:30～17：15 
座長 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 助教 河村 健太郎 

 
 
3. 純粋手単麻痺を呈した脳卒中患者に対して急性期より回復期まで一貫し促通反復療法を実施

した一例 
 

1） 社会医療法人恒心会 恒心会おぐら病院 リハビリテーション部 
2） 日本医科大学千葉北総病院 リハビリテーション科 
3） 社会医療法人恒心会 恒心会おぐら病院 脳神経内科 
4） 社会医療法人恒心会 恒心会おぐら病院 リハビリテーション科 
5） 社会医療法人恒心会 恒心会おぐら病院 整形外科 

 

黒木 一気 1)、豊栄 峻 2)、田邊 肇 3)、重信 恵三 4)、小倉 雅 5) 

 
 
4. 回復期における脳卒中後上肢麻痺に対し,課題指向型促通反復療法を実施した１症例 
 

1) 霧島杉安病院 
2) 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 

 

藤本皓也 1,2)、衛藤誠二 2)、田之上恵菜 1)、下堂薗恵 2) 

 
 



5. 上肢の運動と運動野刺激による伸張反射の変化 
 

1) 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 

  2) 鹿児島大学医学部医学科 

 

衛藤誠二 1)、新山優輝 2)、中村洋平 2)、河村健太郎 1)、下堂薗恵 1) 

 
 
（休憩：10 分） 
 
 
Ⅲ．特別講演 （17:30～） 
  座長 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 教授  下堂薗 恵 

       

｢『生活の場での障害への対応』                      

  －活動性向上と障害の変化へのアプローチ－｣ 

 
昭和大学医学部 リハビリテーション医学講座 責任教授 

藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーション科 診療科長 

川手 信行 先生 
 

 
 
 
Ⅳ．閉会の辞 
 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビリテーション医学 准教授 衛藤 誠二 


